
再評価調書 

事 業 名 水と緑の健康都市特定土地区画整理事業 

所 在 地 箕面市上止々呂美地及び下止々呂美地区 

再評価理由 事業採択後 10 年を経過した時点で継続中 

目    的 水と緑の健康都市は、北大阪北摂山系に属する箕面北部丘陵に位置し、

恵まれた自然環境を有するとともに、第２名神自動車道や国道４２３号バイ

パスが整備されることから交通利便性の高い地域となることが見込まれる。

また、豊かな自然環境や地域特性を活かし、「多世代共生」、「環境共生」、「地

域共生」をまちづくりのテーマとして、世代を超えて誰もがいきいきと暮ら

せる新しい都市を建設する。 

内    容 特定土地区画整理事業（平成１５年度第１回事業計画変更） 

（大阪都心部から約２０km、箕面市中心部から約５km に位置） 

面積 約３１３．５ｈａ  地権者数 約３００人（H17.3 現在） 

 計画戸数 約２，９００戸 計画人口 約９，６００人 

事 業 費 全体事業費：約５８３億円 うち投資済事業費：約２０５億円 

      （約１，３２６億円）         ※（  ）内は当初予定事業費 

（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業費：約９８５億円 うち投資済事業費：約３８２億円） 

維持管理費 
現在手続き中の PFI 事業において一定額を計上 

事業完了後は箕面市等に維持管理を引き継ぐ 

上 位 計 画 大阪府新総合計画、箕面市総合計画 

事

業

概

要 

関 連 事 業 国道４２３号バイパス事業（箕面有料道路）［大阪府道路公社］ 

第２名神自動車道［日本道路公団］ 

猪名川総合開発事業（余野川ダム建設）［国土交通省］ 

計画時の想定 現時点での状況 分析 経    過 

事業採択：H8 年度 

事業着手：H8 年度 

仮換地指定：H11 年度 

一部まちびらき：H16 年度 

事業完了：H21 年度 

事業採択:H8 年度 

事業着手:H8 年度 

[H12～H14 事業一時中断] 

事業計画変更：H15 年度 

仮換地指定：H16 年度 

一部まちびらき：H19 年度 

事業完了:H27 年度 

H11に事業地内でオオタカ

の営巣が確認され、その保

全方策や社会経済状況の

変化を踏まえ、採算性を点

検・精査して大幅な事業見

直し案を H13.2 に公表し、

H15 年度に都市計画、事業

計画を変更した 

進 捗 状 況  

 

（平成 16 年度末） 

工事進捗率：36% 

（全体事業費ﾍﾞｰｽ） 

仮換地指定率:93% 

（地権者組数ﾍﾞｰｽ） 

H17年度から民間ノウハウ

を活用するＰＦＩ事業を

導入し、まちづくりを展開

する 

途 中 段 階 の 

整 備 効 果 

発 現 状 況 

 現段階では効果はない H19年度には主要幹線道路

の供用開始により、北大阪

地域の道路交通利便性の

向上に寄与する 

事
業
の
進
捗
状
況 

事 業 進 捗 に 

関 す る 課 題 

一体的に整備を進めていた余野川ダムについては、H17.7 国土交通省は「当面

実施しない」と公表したが、府としては過去の経緯を十分踏まえ国の責任に

おいてその影響を極小化すべく、代替措置等を講じるよう協議する 

 

計画時の想定 現時点での状況 分析 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

＜主な土地利用＞ 

公共施設用地：約 119ha 

公益施設用地：約 17ha 

住宅用地 

 中高層住宅：約 45ha 

 戸建て住宅：約 74ha 

誘導施設用地：約 58ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関連事業等＞ 

○国道 423 号ﾊﾞｲﾊﾟｽ事業 

（箕面有料道路） 

・事業主体：大阪府道路公社

・総延長約 7.3km 

 内ﾄﾝﾈﾙ部約 5.6km 

 

○第２名神自動車道 

・事業主体：日本道路公団

・区間：名古屋市～神戸市

・延長：175km（府域 28.9km）

 

○猪名川総合開発事業 

（余野川ダム建設） 

・事業主体：国土交通省 

・重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ堤高 79m

 総貯水容量 1,760 万 m3 

 

公共施設用地：約 119ha 

公益施設用地：約 6ha 

環境保全用地：約 25ha 

(公共施設用地分を除く) 

住宅用地 

 戸建て住宅：約 108ha 

誘導施設用地：約 55ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・H7 都市計画決定 

・H10 有料道路事業許可 

 工事着手 

・H15 ﾄﾝﾈﾙ貫通 

・H19 供用開始予定 

 

・H7 都市計画決定 

・H10,H11 施行命令 

・H16 地元説明 

 

 

・H3 基本計画の告示・変更 

・H16 現在用地買収率 

約 99% 

 

 

・オオタカ調査検討委員会

の提言に則り、オオタカ保

全区域を設定し保全方策

を実施する 

・近年の地価動向や当地に

おける住宅需要動向等を

踏まえた、北摂地域におけ

る道路ネットワーク整備

に資する土地利用計画に

変更を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国道 423 号ﾊﾞｲﾊﾟｽが完成

すると大阪都心部まで新

御堂筋で直結し、千里中央

へは車で約 15 分の通行が

可能となる 

 

・公団事業から、水緑区域

内へ土を搬入し、事業を一

体的に進めていく 

 

 

・H17.7 国土交通省は「当

面実施しない」と公表した

が、府として過去の経緯を

十分踏まえ、代替措置等を

講じるよう協議する 

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
の
変
化 

地
元
等
の
協
力
体
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 ・H17.3 高減歩となる一般地権者を対象に仮換地指定を

行ったが行政不服審査請求等の請求はない 

・三共生の一環として、将来の公園や緑地、里山予定地

の一部を活用して、地域住民や子どもたち､ボランティ

アなどの協力により、自然学習や社会体験などができる

様々な里山活動を通じてまちづくりテーマである３共

生の具体化を試行している 

（H16 年度の活動で 504 人の参加） 

（今年は 10 回の定期活動と数回のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を予定）

 

⇒周辺の豊かな自然を活かし、だれもが生き生きと暮ら

せる新しい都市を建設するため、都市基盤整備（道路、

公園・緑地、上下水道、宅地造成等）はもちろん、地区

センター、里山、保留地処分支援に関する業務を一体的

な PFI 事業とすることで、財政負担の軽減と官民協働の

総合的なまちづくりを行う。 



 

 

 計画時の想定 
備  考 

費用便益分析 

※計画時点では費用便益の分析手法が確立され

ておらず、算出することができなかったものの、

本事業整備による事業効果が期待される。 

 

 

 

 

 

 

事
業
効
果
の
定
量
的
分
析 

その他の指標

（代替指標） 

  

安全・安心 

・福祉に配慮した都市基盤施設の整備を行うと
ともに、ｴｲｼﾞﾚｽﾀｳﾝとしての施設誘致、ﾈｵｺﾐｭﾆﾃ
ｨを支援する文化・健康ｿﾞｰﾝの設定など、21 世
紀の長寿社会に対応したまちを形成する 

 

活力 

・山里的土地利用ｼｽﾃﾑの導入など、地域の風土
と調和したまちづくりを行う 

 

快適性 

・ﾀﾞﾑ湖への眺望を確保し、開放性を持った土地
利用やﾀﾞﾑ湖の水際空間を活用した特色あるま
ちづくりを行う 

 

事
業
効
果
の
定
性
的
分
析 

その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自然環境等への 

影響と対策 

・水と緑の軸を形成する岩谷川流域には緑の連続性を確保するため、地区公園及び
公共緑地を配置し、緑地の一部を森林公園と位置づけ、自然公園的な整備を行う。

その他特記すべき事項 

 

 

現時点での状況（変更点） 分析 

・Ｂ／Ｃ＝ １．０５ 

便益総額 

  Ｂ＝752.2 億円 

総費用 

Ｃ＝713.9 億円 

○算出根拠 

土地区画整理事業における費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ 

（国土交通省 H11.2） 

 

・便益内容項目: 最寄り駅・都心までの時間 

公園までの距離、前面道路幅員 

           公共用地率、下水道整備率 等 

 

・全体事業費:1,326 億円→583 億円に変更 

（工事費等の削減） 

 

  

・北摂地域の交通網整備とあわせ、通過交通を排除し
た街区を形成するとともに、ｼﾆｱ層から一次取得層ま
で、多世代が生涯を通じて暮らせる多様な住宅地を形
成する 

・自然学習や社会体験が可能な里山活動を通じて、地
域の伝統や産業を再確認し、地域住民と新住民との連
携のとれた、新しい郊外型のまちづくりを進める 

・周辺の豊かな自然環境と調和し、環境負荷低減や自
然ﾈﾙｷﾞｰを積極的に活用したまちづくりを行うととも
に、PFI 事業者からの提案により生活利便性を高める
ﾀｳﾝﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄを実現する 

・PFI 事業者に先行的に保留地を取得し、街並みのｲﾒ
ｰｼﾞﾘｰﾀﾞｰとして、良好な住宅を提供してもらい、人口
の早期定着、街の活性化を行う 
 
・現在の止々呂美小・中学校は、教室面積も狭く、教
室数も少ない小規模な学校であり、水緑のニュータウ
ンの子供たちとともに通う新しい小中一貫校を地区
内に建設する（H20.4 開校目標） 
 
 

○水と緑の健康都市における PFI 事業 

事業区域面積：約 138ha 

事業期間：事業契約締結～H27 年度（建設 H19.9 まで）

落札金額：約 132 億円 

目的：一括発注によるコスト縮減と財政支出の平準化

   民間ノウハウを活用した総合的なまちづくり

の推進 

整備概要：都市基盤等（道路、公園・緑地、宅地、上下水

道、地区センター、里山）の一部設計、建設、

維持管理、運営と保留地処分支援業務 

これまでの経緯と今後の予定 

H16.7  実施方針の公表 

H17.2  入札公告 

H17.5  入札書等の受付及び開札 

H17.6  落札者の決定及び基本協定締結 

H17.8  仮契約締結 

H17.10 議会議決後本契約締結 

H19.4  主要幹線道路等の供用開始 

・H11 年にオオタカの営巣が確認されたことから、専門家によるオオタカ調査委員会を設置し、その提言に基

づくオオタカ保全方策を、現在の工事期間中及び今後も実施する 

・森林公園を自然公園的な整備を行うことに加え、隣接する現存の山林をそのまま残して、これを都市の「里

山」と位置づけ、地域住民等が愛着を持てる本来の姿に整備する 

・PFI 事業の落札者決定後、仮契約締結に向けて契約交渉中である 

 


